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伊豆，梨本の玄武岩溶岩樹型とその地質年代

黒　　田 直＊

TreeMoldinBasaltLavafromNashimoto，Izu，

andItsGeologicalAge

Naoshi KURODA＊

A block of tree moldin basaltlava accompanied by some natural charcoals was

recovered from a buried riverbed of the Kawazu－gaWa at Nashimoto，Izu Peninsula，

CentralJapan．Thetreemoldconsistsofsomewhatoxidizedolivinebasalt，theolivines

Of which are partially or totally replaced withiron ore．The radiocarbon age of the

naturalcharcoalmeasures21，790±770Y．B．P．Thebasalt with tree mold belongs to a

tholeiiticbasaltflowwhichpouredintotheKawazu－gaWafromthesouthsideofNoborio－

yama，AmagiVoIcano．

は　じ　め　に

玄武岩溶岩樹型は河津町梨本の国道ループ橋建設

工事の時，橋脚をすえるために掘られた縦穴から，

かなりの量の天然木炭と共に発見された．樹型が埋

ずまっていた所は河津川の旧川床であった．筆者が

土教授と現地を訪ねた時（1980年4月）には，橋脚の

基礎部分は完成しかけていたので，樹型の埋没場所

を確認，観察することはできなかった．

樹型と天然木炭は別べつに保管されていた．樹型

の残骸には，樹木の幹の跡と思われるやや湾曲した

面が見られた．天然木炭は後に，学習院大学の木越

教授のもとで放射性炭素年代測定に使用された．筆

者はこの樹型の地質年代を報告すると共に，樹型を

つくる玄武岩と，梨本に隣接する鉢ノ山の二つの玄

武岩（放出岩片と溶岩）を岩石学的に比較してしるす．

同道し励ましていただいた静岡大学の土　隆一教

授，天然木炭の放射性炭素年代を測定された学習院

大学の木越邦彦教授，現地で便宜を与えられた下田

土木事務所の方がたに感謝する．また，分析試料の

調整に尽力した静岡大学の九島広行技官に感謝する．

登り尾南の玄武岩溶岩流と鉢ノ山

梨本の河津川旧川床で掘り出された玄武岩溶岩樹

型は，登り尾南の玄武岩溶岩流に属する（図1）．こ

の溶岩流は，天城火山の初期に噴出した安山岩溶岩

から成る登り尾（1056．6m）の中腹から噴出した．

天然木炭の放射性炭素年代測定によると，玄武岩

溶岩樹型の年代は21，790±770年B．P．（Gak－10290）

である．この年代は稲取泥流の年代（24，950±1，250

年B．P．；KIGOSHIandENDO，1963）より若い．過去

に報告された天城火山地域の火山活動にかかわる他

の年代は，自田川泥流の20，650±650年B．P．（木宮，

1977），カワゴ平降下軽石の2，830±130年B．P．

（KIGOSHIandENDO，1963）と3，250±70年B．P．（荒

牧・葉室，1977）である．

1986年3月24日受理

＋　静岡大学理学部地球科学教室InstituteofGeosciences，SchoolofScience，ShizuokaUniversity，Shizuoka422，Japan．
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中新世∈≡∃揚ヶ島・白浜層群

十
NT，HE，HL
岩石採集地点

図1梨本・鉢ノ山付近の地質図．

倉沢（1959）による．

l km
L j

鉢ノ山（619．1m）は，登り尾の南東約4kmにある

基底の直径1．5km，比高280mの玄武岩スコリア丘

で，頂上に浅い火口をもつ．東麓と北中腹では，少

量の溶岩と教本の岩脈が見られる．基盤は湯ケ島・

白浜層群である．鉢ノ山は第四紀末，天城火山の寄

生火山の一つであり（倉沢，1959），東伊豆単成火山

群に属する（荒牧・葉室，1977）．

鉢ノ山の高度570m付近では，不整合で重なる上

下二層のスコリアが頂上に通じる道の崖に沿って約

30m露出する（大庭，1976MS）．崖面の不整合境界は

不規則に凹凸している．下位のスコリア層は境界辺

で変質して，赤褐色を示す．境界に沿った上位のス

コリア層の下底には20cm大までの粗粒の放出岩片

が連続的に堆積している．上位のスコリア層は降下

軽石で薄く覆われる．この軽石は，黒曜石の破片を

含み，天城火山北西側の約3，000年前に噴火した寄

生火口，カワゴ平に由来する．鉢ノ山の東，佐ヶ野

川と西，奥原川に沿って玄武岩溶岩流が見られる．

直

岩　石　記　載

登り尾南の玄武岩溶岩流に属する梨本の樹型と，

鉢ノ山の，高度570mの上位スコリア層下底の放出

岩片と東麓の溶岩を記載する．これら三つの岩石は

どれも暗色，多孔質で，斜長石の斑晶に非常に富み，

石基にも徹櫻石を含む徹櫻石玄武岩である（表1）．

1．梨本の樹型　徴櫻石斑晶（長さ～0．7mm）は時

どき，微粒のクロム・スピネルを含む．轍憤石は斜

長石とオフイティツクに入り組み，集合物をつくる．

轍標石の緑と割れ目は赤樺色のイディングサイトに

わずかに変質している．斑晶と石基の轍櫻石は縁に

沿って，または完全に鉄鉱で交代されている．

普通輝石はほとんど微斑晶として産し，しばしば

砂時計構造を示す．

斜長石の斑晶（長さ～4mm）は緑で正規累帯する．

逆累帯斜長石はまれに包有され，丸味をおびた核

（2Vz＝77，780）と結晶に自形の外観を与える縁（2Vz

＝81－860）から成る．縁は滑かに正規累帯する．

石基は粗粒で，間粒組織を示し，鉄鉱に富む．

2・鉢ノ山の放出岩片　轍憤石斑晶（長さ～1．6mm）

は時どき微粒のクロム・スピネルを含み，時に骸晶

として産する．轍櫻石は時どき一部イディングサイ

トに変質し，部分的に鉄鉱で交代されている．

普通輝石はほとんど微斑晶として産する．ある普

通輝石の結晶は徹櫻石と斜長石をポイキリティツク

に取り込む．普通輝石は斜長石と集合物をつくる．

非常にまれに，普通輝石の微晶で囲まれた微斑晶大

の斜方輝石が見られる．

鉄鉱は微斑晶として産する．

斜長石のなかには連累帯するものがまれに見られ

る．逆累帯斜長石は，丸味をおびた核（2Vz＝73－760）

と自形縁（2Vz＝91－710）から成る．普通輝石粒で縁取

られた石英，普通輝石と鉄鉱の微晶で完全に交代さ

れた仮像角閃石も，まれに包有される．

石基は細粒で，鉄鉱に富む．

3．鉢ノ山東麓の溶岩　轍憤石の斑晶（長さ～1．

3mm）は時どき，クロム・スピネルを含む．徹憤石は

斜長石と，しばしばオフイティツクに入り組み，集

合物をつくる．一部，イディングサイトに変質して

いる．
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表1　岩石記載

斑晶または微斑晶　　　　　　　　　石　　　基

樹　　型　NT
（梨本，ループ橋

橋脚下）

轍憤石　2Vx＝83－910

普通輝石　2Vz＝49，510
斜長石　An90

㍍批＝1．583

核　2Vx＝850

線　2Vz＝89，860

轍債石　2Vx＝78－800
普通輝石　2Vz＝46－520

斜長石　An66
αmm＝1．562

2Vz＝83，840

放出岩片　HE
（鉢ノ山，高度570m）

轍憤石　2Vx＝79，89，950　　轍懐石
普通輝石　2Vz＝510　　　　　　普通輝石

斜長石　2Vx＝87，950　　　　鉄　　鉱

鉄　　鉱 斜長石　An59
αmh＝1．559

核　2Vz＝82－880

線　2Vz＝72－840

溶　　岩　HL

（鉢ノ山，東麓）
轍憤石　2Vx＝85－910
普通輝石　2Vz＝54，570
斜長石　An90

γ。批＝1．583

2Vz＝890

轍憤石　2Vx＝82，860

普通輝石　2Vz＝50，530
鉄　　鉱

斜長石　An64
αmh＝1．561

核　2Vz＝870

線　2Vz＝790

ガ　ラ　ス

普通輝石はほとんど微≡駐晶として産し，部分的に

斜長石を取り込む．斜方輝石（2Vx＝580）は非常にま

れで，普通輝石と連晶する．

斜長石の斑晶は，撒憤石のほかに普通輝石と集合

物をつくる．丸味をおび，蜂巣状組織をもつ核

（2Vz＝79，800）と自形縁（2Vz＝85，900）から成る逆累

帯斜長石が少数見られる．丸味をおび，普通輝石粒

で縁取られた石英もわずかに包有される．

石基は少量の淡褐色ガラスを含む．

三つの玄武岩の岩石学的特徴

三つの玄武岩の全岩化学組成とノルム組成は，表

2に示してある．それらは無水で，＜51％のSi02と

約6－7％のMgOを含み，A1203にかなり富む．A12

03の高含有量は，An成分に富む斜長石斑晶の集積

によると見られる．梨本の樹型をつくる玄武岩はわ

ずかのノルム石英を産し，鉢ノ山の二つの玄武岩は

ノルム徹櫻石をごく少量産する．樹型が属する登り

尾南の玄武岩溶岩流もノルム轍榎石を含む（表2，

253

NL）．

三つの玄武岩が包有する，丸味をおび普通輝石粒

で縁取られた石英と，逆累帯斜長石の丸味や蜂巣状

組織をもった核斜長石は，吸収・部分溶融・反応の

非平衡組織を示すことから，外来結晶と見るのが妥

当である．石英と核斜長石の非平衡組織は，顕微鏡

下ではっきり見える．しかしこれらの外来結晶は非

常に少ないから，玄武岩の全岩組成はそれほど変化

しなかったに相違ない．

三つの玄武岩のうち，ノルム石英を含む樹型玄武

岩はFe203／FeO＝0．99で，最も酸化している．これ

は，轍憤石がかなり鉄鉱で交代されていることに一

致する．酸化の影響を考えてFe203／FeO＝0．50にす

ると，樹型玄武岩でもノルム轍憤石がノルム石英に

代わってわずかに現れる（表2，NT2）．三つの玄武

岩の組成は似ている，と言える．また，改変された

樹型玄武岩は登り尾南の玄武岩に特にノルム撤櫻石

と輝石組成で酷似する．

上述の諸特徴とSiO2－全FeO／MgO関係（MI－

YASHIRO，1974）から見て，三つの玄武岩と登り尾南
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表2　梨本・鉢ノ山の玄武岩の全岩化学組成とノルム

組成．
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謁
槻
瑚
F
e

。
芯
認
印
諾
叩

．3
5
9
4
．
46
．0
0
朋
．1
7
．80
髄
2
1
．
26
．13
81
．46

9
0
7
5
5
0
6
9
3
0
0
0
0

8
1
9
4
％
7
5
5
5
1
9
0
4
5
8
1
7
4
2
1

3
0
3
鋸

9
0
7
3
5
0
7
9
3
0
0
1
1

．2
1
8
3
価
8
4
一
02
0
0
．1
2
一
93
髄
．
3
7
一29
鋸
一2
7

9
0
9
2
6
0
6
0
2
0
0
0
0

．6
8
．93
．
6
7
．98
％
．1
9
朋
．6
1
1
1
屈
．
1
4
2
8
．
1
0

0
0
7
2
5
0
5
1
3
0
0
0
0

5
1
1

8
3
7
5
9
9
7
1
1
6
4
8
0

6
9
6
4
4
1
9
6
1
3
1
2
1

0
0
7
4
4
0
5
1
3
0
0
0
0

5
1
1

合　計　　　99．98

全FeO／MgOl．43

O
r
A
b
A
n

｛
F

勒
E
。
F
S
E
n
F
S
F
。
F
a

／

－

－

－

く

－

－

L

 

i

　

｛

A
p
n
M
t
 
D
i
 
H
y
 
O
l

1
・
3
2
・2
6
・
2
3
・1
0
・
3
1
・8
6
・
4
9
・8
7
・2
1
・
7
7
・
6
1
・7
－

2
3

1
　
　
7

6
　
　
2

肌1．

3
　
　
0

9
　
　
4

姐
　
L

8月関

一
2
・
2
6
・73
・
6

2
3

【
2
・
2
5
・17
・5

2
3

■
2
・
2
6
・23
・1

2
3

8
　
2
　
7

6
　
5
　
1

0
　
1
　
4

4
　
2
　
0

3
　
8
　
4

0
　
1
　
4

7
　
1
　
8

2
　
9
　
9

6
　
3
　
1

7
　
2
　
3

8
　
2
　
0

9
　
6
　
3

3
　
9

5
　
6

7
　
3

3
　
3

7
　
8

7
　
3

4
　
2

3
　
8

0
　
1 1．82

5．32　　7．18

6　　　6．85

3．81　　4．92

231911

45115121

71322
4
“

3
　
1

1
　
4

1
　
0

7
　
3

6
　
4

2
　
1

3

　

1

人

6
　
3

0
　
0

NT，HE，HL：表1に同じ．

NT2‥　NTでFe203／FeO＝0．50にした場合の値．

NL：登り尾南の玄武岩溶岩流（倉沢，1959）．

の玄武岩は高アルミナ緻債石ソレアイト質玄武岩で

ある．

鉢ノ山東麓の玄武岩の，一つの徴横石斑晶（1．

3mmXO．8mm，2V＝900）に含まれる直径0．15mmの

球状包有物では，褐色角閃石（2Vz＝630）がMgに富

む斜方輝石（2Vx＝860），鉄鉱？と共生する（図2）．斜

方輝石は親結晶轍憤石の壁から直接，成長している．

角閃石とMgに富む斜方輝石はこの玄武岩には全

く含まれていない．ガラスの存在は包有物中で確認

できなかった（ガラスは薄片作成時に失われたらし

い）が，褐色角閃石と斜方輝石は親結晶徴標石と包有

直

図2　撤債石斑晶に含まれる球状包有物（右上）中の褐色

角閃石（左）及び鉄鉱？（左上），斜方輝石（中央と右），鉢

ノ山東麓の玄武岩溶岩（表1，HL）．平面偏光．

液体の反応生成物のように見える．

ANDERSON（1980）も1783年に浅間山から放出さ

れた降下軽石片の微積石斑晶（Fo83）中に，淡褐色角

閃石，斜方輝石？，4％の水を含む安山岩質ガラスか

ら成る長径0．2mm弱の包有物を兄い出した．

EPMA分析と水熱実験の成果にもとづき，彼は淡褐

色角閃石を親結晶轍標石と水に富む安山岩質包有液

体の反応生成物，としている．
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